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例としまして、データファイルからイオン 33,34,35 のイオン強度を合計したクロマトグラムを表示する方法について 

説明いたします。 

 

１． はじめに処理を行うデータファイルを読み込みます。 

 

２． 以下のコマンド入力をして、イオン 33 のクロマトグラムをメモリ内に読み込みます。 

 [c][h][r][ (スペース)][,(カンマ)][3][3] と「コマンドライン」に入力し「実行」をクリックします。 

（画面にイオン 33 のクロマトグラムが現れ、メモリ内にクロマトグラムが読み込まれます） 

  

 

３． 同様に、イオン 34 のクロマトグラムをメモリ内に読み込みます。 

[c][h][r][ (スペース)][,(カンマ)][3][4] と「コマンドライン」に入力し「実行」をクリックします。 
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４． イオン 33 と、イオン 34 クロマトグラムのアバンダンスを合計（加算）します。 

  

「スペクトル」メニュー ＞ 「加算」をクリックすると、「ウィンドウ１（画面の下半分）」に、クロマトグラムの合計が 

表示されます。 

データの表記は、最後に加えたイオン 34.00 と表記されますが、 

加算したクロマトグラムであることを表示する印(+)が付加されます。 

 

５． 同様に、イオン 35 のクロマトグラムをメモリ内に読み込みます。 

 [c][h][r][ (スペース)][,(カンマ)][3][5] と「コマンドライン」に入力し「実行」をクリックします。 

  

 

5．イオン 33 と 34 の合計クロマトグラムに、さらにイオン 35 のクロマトグラムを加算します。 

  

「スペクトル」メニュー ＞ 「加算」をクリックすると、「ウィンドウ１（画面の下半分）」に、クロマトグラムの合計が 

表示されます。 

データの表記は、最後に加えたイオン 35.00 に印(+)が付加されます。 

 

 


